
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

態
領域

評価規準 知

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

国語表現基礎

星野

【 知　識　及　び　技　能 】実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。

国語 国語表現基礎 2

国語表現基礎国語

○

12

【知識・技能】
自分の思いや考えを多彩に表現するために必要
な語句の量を増し、話や文章の中で使うことを
通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考・判断・表現】
「書くこと」において、自分の考えを明確に
し、根拠となる情報を基に的確に説明するな
ど、表現の仕方を工夫している。
【主体性】
分かりやすい説明に必要なことを粘り強く理解
しようとし、学習課題に沿って、言葉選びや言
葉遣い、情報の整理などの観点から、説明の仕
方を改善しようとしている。

○ ○ ○

○

○

【知識・技能】
実用的な文章などの種類や特徴、構成や展開の
仕方などについて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
「書くこと」において、自分の思いや考えを明
確にし、事象を的確に描写したり説明したりす
るなど、表現の仕方を工夫している。
【主体性】
分かりやすい説明に必要なことを粘り強く理解
しようとし、学習課題に沿って、言葉選びや言
葉遣い、情報の整理などの観点から、説明の仕
方を改善しようとしている。

○○

12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

・自己分析を行い，第三者の意見も
踏まえて，客観的に「自分」を把握
する。
・情報を整理し，「相手」「内容」
「目的」「状況」に応じて，分かり
やすく伝える方法を身につける。

国語常識
漢字・熟語の読み書き①～③
作文編
自分をアピールする（１）

・自己分析を行い，第三者の意見も
踏まえて，客観的に「自分」を把握
する。
・学習を通じて得られた「分かりや
すく説明する方法」を，日常生活に
おいても状況に応じて使えるように
する。

国語常識
漢字・熟語の読み書き④～⑦
作文編
自分をアピールする（２）（３）

○ ○

配当
時数

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、実社会における他者と
の多様な関わりの中で伝え合う力を高め、自分
の思いや考えを広げたり深めたりすることがで
きるようにする。

「実践国語常識・作文ステップアップ」（数研出版）「論理国語」（大修館書店）　

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚を
もち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。



３
学
期

4

・小論文を書くことを通して，与え
られたテーマに対して自分の考えを
明確にする力と，論理的で説得力の
ある文章を書く力を身につける。
・現代社会のトピックに対して，問
題発見・課題分析を行い，問題解決
能力を養う。

合計

56

○ ○

○ ○ ○○

【知識・技能】
話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色
について理解を深め、伝え合う目的や場面、相
手、手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し、使い分けている。
【思考・判断・表現】
「書くこと」において、読み手の同意が得られ
るよう、適切な根拠を効果的に用いるととも
に、反論などを想定して、論理の展開を考える
など、文章の展開や構成を工夫している。
【主体性】
スピーチや発表などの際に効果的に伝えられる
よう、今までの学習を生かして表現の仕方を改
善しようとしている。

○ ○

【知識・技能】
話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色につい
て理解を深め、伝え合う目的や場面、相手、手段に応
じた適切な表現や言葉遣いを理解し、使い分けてい
る。
【思考・判断・表現】
「書くこと」において、読み手の共感が得られるよ
う、適切な具体例を効果的に配置するなど、文章の構
成や展開を工夫している。
【主体性】
自分を表現する活動を通じて、相手に共感をもって聞
いたり読んだりしてもらうために必要なことを粘り強
く理解し、今までの学習を生かして表現を改善しよう
としている。

14

○

国語常識
漢字・慣用句・故事成語①②
作文編
ディベート型作文を書く（２）
（３）

自己ＰＲ作成

○

国語常識
漢字・時事用語①②
作文編
意見文を書く

14○

○○

【知識・技能】
自分の思いや考えを多彩に表現するために必要な語句
の量を増し、話や文章の中で使うことを通して、語感
を磨き語彙を豊かにしている。
【思考・判断・表現】
「書くこと」において、読み手に対して自分の思いや
考えが効果的に伝わるように書かれているかなどを吟
味して、文章全体を整えたり、読み手からの助言など
を踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直したり
している。
【主体性】
スピーチや発表などの際に効果的に伝えられるよう、
今までの学習を生かして表現の仕方を改善しようとし
ている。

２
学
期

・自己分析を行い，第三者の意見も
踏まえて，客観的に「自分」を把握
する。
・志望理由書の作成で，相手に伝わ
るように「自分」を表現する。

○ ○

国語常識
漢字・ことわざ①②
作文編
ディベート型作文を書く（１）

志望理由書作成

・自己分析を行い，第三者の意見も
踏まえて，客観的に「自分」を把握
する。
・相手に伝わるように自己ＰＲを行
う。


